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至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム　

栗　

原　

文　

男

　

今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
地
域
で
保
健
師
と

し
て
ご
活
躍
の
菊
地
頌
子
先
生
に
ご
講
演
を
い

た
だ
い
た
後
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
、
認
知
症
の
介
護

者
の
方
、
そ
の
他
の
関
心
の
あ
る
方
々
で
60
名

を
超
え
て
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
結
果
、
次

の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
日
ご
ろ
か
ら
ご
近
所
づ
き
あ
い
を
大
切
に

し
よ
う
』、『
町
で
認
知
症
ら
し
い
人
が
い
た
ら

積
極
的
に
声
を
か
け
て
み
よ
う
』、『
認
知
症
の

人
や
介
護
者
が
散
歩
が
て
ら
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
が
あ
る
と
よ
い
。
小
中
学
校
の
空
き
教
室
な

ど
は
ど
う
か
』、『
ま
ず
は
認
知
症
に
つ
い
て
意

識
を
持
つ
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
。

温
か
く
接
す
る
こ
と
だ
け
で
も
違
う
。』
等
々
。

　

行
政
や
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、

現
在
の
施
設
の
生
活
も
地
域
で
の
住
民
の
生
活

も
、
質
の
高
い
安
心
し
た
生
活
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ
ス
の
隙
間
を
埋
め
る
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、「
助
け
合

い
の
精
神
」
で
地
域
住
民
の
支
え
が
あ
れ
ば
ど

ん
な
に
か
ご
本
人
や
介
護
者
に
と
っ
て
心
強
い

こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
行
動
が
、
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢

社
会
を
安
心
し
た
社
会
に
変
え
て
い
き
ま
す
。

「
地
域
を
支
え
、
支
え
ら
れ
る
施
設
」
を
目
指
す

キ
ー
ト
ス
と
と
も
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い
な
い
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
の
生

活
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

寝
た
き
り
の
方
の
傍
で
唄
を
歌
っ
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
い
ま
す
。
お
話
の
で
き

な
い
入
居
者
の
方
で
す
が
、
懸
命
に
唄
を
聞
い

て
い
ま
す
。「
ま
た
、
来
週
き
ま
す
ね
」
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
帰
り
が
け
に
声
を
か
け
ま
し

た
ら
、
そ
の
入
居
者
の
方
が
大
き
な
声
を
上
げ

う
な
ず
い
た
そ
う
で
す
。

　

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に
毎
週
顔
を
出
し
て
い
る
男

性
入
居
者
の
方
は
、
そ
こ
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
で
は
平
成
12
年
の
開
設
以

来
、『
地
域
を
支
え
、
地
域
に
支
え
ら
れ
る
施
設
』

を
目
指
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
に
は
併
設
し
た
在
宅
サ
ー

ビ
ス（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
居
宅
支
援
事
業
所
・

デ
イ
・
ヘ
ル
プ
・
シ
ョ
ー
ト
）
が
あ
り
、
多
く

の
地
域
住
民
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
准

職
員
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

お
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
現
場
の
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
双
方
に
満
足
感

を
得
る
活
動
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
今
や
、
ボ
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さ
ん
と
の
語
ら
い
が
ご
自
分
の
生
活
の
中
に

し
っ
か
り
根
付
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
年
間
延
べ
４
０
０
０
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ホ
ー
ム
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
で
は
昨
年
度
に
引
き
続
い

て
「
認
知
症
の
人
や
そ
の
介
護
者
を
地
域
で
支

え
る
た
め
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
8
月
29
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

誰
で
も
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、

住
民
と
し
て
何
が
必
要
か
、
何
が
で
き
る
の
か

を
話
し
合
う
た
め
の
も
の
で
し
た
。

会場では意見交換も行われ、貴重な意
見が沢山出ました。
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松田キヨシ さん
（錦特養4階）

Ｍ. 37. 7. 8　105歳
今 年 105 歳 を む か え た 至 誠
ホームで最高齢の方です。多
くの趣味を持たれ、中でも御
詠歌は数少ない御詠歌を詠わ
れる方の一人です。これから
も笑顔の素敵な松田さんでい
て下さい。

至誠ホームは 

長寿の里

鈴木くら さん
（錦特養3階）

Ｍ. 41. 3. 20　101歳
温かい笑顔が印象的な鈴木さ
ん。ご家族との面会時や鈴木
さんの居る空間はいつも笑顔
で溢れており、鈴木さんの優
しく穏やかな人柄が覗えま
す。これからもお元気でたく
さんの笑顔を見せて下さい。

市川一郎 さん
（スオミグループホーム）

Ｍ. 42. 6. 30　100歳
100 歳を迎えられても、尚毎
日の生活が若さとパワーに溢
れています。毎日規則正しく
過ごされ、何事にも興味を持
って努力されているからでし
ょう。私達も見習っていきた
いと思います。

佐藤嘉代 さん
（錦特養2階）

Ｍ. 43. 8. 6　99歳
今年白寿を迎えられ、２階で
は一番のご長寿です。習字の
先生をされていたそうで、今
でも多くの作品が残されてい
ます。優しくて努力家の佐藤
さん。素敵な笑顔をこれから
も私達に見せて下さい。

箱崎フミ さん
（グループリビングハーモニー）

Ｔ. 9. 12. 5　88歳
毎食事ではお茶を入れて下さ
る。困っている方には声をか
けて下さる優しい女性。しか
し嫌なことはイヤと言える強
さも合わせ持つ素敵な方で
す。これからもたくさんの笑
顔を見せて下さいね。

益子　聡 さん
（和光ホーム）

Ｔ. 10. 3. 1　88歳
私は平成21年4月に和光ホー
ムに引っ越してきました。皆
さんに仲良くして頂いてとて
も喜んでいます。
今年米寿を迎えましたが、も
っと元気に長生きしたいと思
っています。宜しくお願いし
ます。　　　　　　　( 代筆）

澤田喜美子 さん
（和光ホーム）

Ｔ. 10. 3. 31　88歳
至誠ホームに入所して 13 年
になります。その間諸先生、
寮母さんに助けられ生活して
いましたが、5 年前転倒し左
眼を失明。生きる勇気も失う
ところでしたが、皆々様のお
陰で今は元気に暮らしており
ます。（自筆）

秋山貞己 さん
（キートス4階）

Ｍ. 41. 11. 10　100歳
４階はくちょうの家にお住ま
いで、大変元気な百歳の方で
す。ベストを粋に着こなし、
たっぷり蓄えたひげを整える
ことが日課のお洒落な方で
す。お部屋には立川市から
100 歳の記念に頂いた「鶴と
亀」が飾ってあります。

村瀬幸枝 さん
（錦特養5階）

Ｍ. 42. 1. 5　100歳
今年で百歳になられた村瀬さ
ん。いつも元気に歌を歌った
り、お話をして下さいます。
とても百歳のお祝いを迎えら
れるような年齢とは思えませ
ん。これからも若々しく素敵
な笑顔を見せて下さい。

関田菊栄 さん
（ミンナ2階）

Ｍ. 43. 1. 15　99歳
何事にも丁寧に手を合わせて
お礼をして下さる関田さん。
１月に百歳になられます。誰
もが和やかな気持ちに包ま
れ、人を気遣う事や労る事の
大切さを教えて頂いていま
す。ミンナの最年長としてお
元気でいて下さい。

湯澤シゲ子 さん
（キートス4階）

Ｔ. 9. 12. 30　88歳
いつもやさしく穏やかで、お
話が好きな湯澤さん。カルガ
モのお家に遊びに来て下さっ
た方をいつも温かく迎えてく
れます。これからも沢山、お
話を聞かせて下さい。

佐藤寿美恵 さん
（錦特養5階）

Ｔ. 10. 2. 24　88歳
農家で生まれ、農業の手伝い
をして育った佐藤さん。クラ
ブ活動では、絵画教室や習字
クラブでいつも素晴らしい作
品を創られています。これか
らも、元気で素敵な笑顔を沢
山見せて下さい。

大倉富子 さん
（キートス2階）

Ｔ. 10. 1. 17　88歳
大倉さんの毎日は活動的で
す。ある時はベランダの花を
愛で、ある時はショートステ
イの方と会話を楽しみ、時に
は食器洗いを手伝って下さる
ことも。大倉さん、これから
もずっとお元気で。心よりお
祈りしております。

島影タカネ さん
（ミンナグループホーム）

Ｔ. 10. 1. 1　88歳
本や新聞を読むことを日課と
し、デッキに咲いている草花
を眺めることを楽しみに生活
されています。周囲の方々に
対する配慮が深く、やさしい
笑顔が、とても印象的な方で
す。

石田ツネ子 さん
（錦特養4階）

Ｔ. 10. 4. 1　88歳
素敵な笑顔が印象的です。小
柄ですが芯の強い女性です。
手先が器用で几帳面。洋服が
お好きでいつも身だしなみに
気を遣っています。これから
も元気で笑顔の絶えない石田
さんでいて下さい。
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上寿･白寿･米寿･喜寿

皆様のご紹介

伊藤キン さん
（錦特養5階）

Ｔ. 10. 5. 10　88歳
いつも笑顔で元気いっぱいの
伊藤さん。毎日職員のお手伝
いをして下さるキンさんには
感謝の気持ちでいっぱいで
す。これからも素敵な笑顔と
元気な伊藤さんでいて下さ
い。

有川三郎 さん
（錦特養5階）

Ｓ. 7. 4. 16　77歳
鹿児島県出身のいつも穏やか
で、素敵な笑顔の有川さん。
ニコニコとフロアを散歩され
て過ごされています。今年で
喜寿を迎えられます。これか
らもお元気で素敵な笑顔の有
川さんでいて下さい。

田辺福恵 さん
（キートス4階）

Ｔ. 10. 4. 13　88歳
お花と子どもがお好きで、す
れ違う度ににこやかなお顔に
なられる心優しい田辺さん。
小さな身体で一生懸命手足を
動かされる姿が印象的です。
今年は米寿のお祝いです。こ
れからも益々お元気に過ごし
て参りましょう。

鈴木　健 さん
（ミンナグループホーム）

Ｓ. 6. 11. 18　77歳
「一家の大黒柱が喜寿を迎えら

れる」そんな言葉がピッタリの
鈴木さん。趣味は写真・クラッ
シック・ジャズからマージャン・
パチンコに卓球・マラソンと紳
士さの中に芸達者な一面も。い
つも温かく、時には厳しく、こ
のグループホームを支えてくれ
る鈴木さんです。

平野久代 さん
（錦特養5階）

Ｔ. 10. 7. 2　88歳
今年米寿を迎えられた平野さ
ん。お食事は好き嫌いせず、
いつも笑顔で召し上がられま
す。そんな平野さんの周りは、
いつも笑顔が絶えません。こ
れからも、元気と若さ溢れる
平野さんでいて下さい。

上野奠章 さん
（ミンナグループホーム）

Ｔ. 10. 5. 12　88歳
職業軍人として戦争時代を力強く生
き抜き、終戦後も自衛隊員として私
達の時代を守って下さいました。88
歳となられた今も、そのたくましさ
と強さは健在です。そして上野さん
の優しさを伝えてくれるのは、趣味
とされている「ハーモニカ」。上野
さんが奏でるハーモニカで、ミンナ
はみんな癒されています！

太田　利 さん
（和光ホーム）
Ｓ. 7. 2. 2　77歳

平成 19 年 12 月 10 日に入所さ
せて頂きました。今年和光
ホームで喜寿を迎える事が出
来ることを嬉しく思います。
これも園長先生始め職員さん
周囲の方の温かい支えがあっ
たからと、感謝しております。
今後共宜しくお願いします。

穴沢　宏 さん
（シルバーピアしせい）

Ｓ. 7. 4. 27　77歳
平成 14 年より『シルバーピ
アしせい』で生活されており
ます。お年なりの持病があっ
たりしますが、毎朝８時には
洗濯物がきれいに干されてい
ます。まだまだ気丈でがんば
っておられます。

渋谷錠子 さん
（スオミグループホーム）

Ｓ. 7. 8. 30　77歳
誰からも愛される人柄の方で
す。笑顔がとても素敵で、何
事にも一生懸命に挑戦されて
います。様々な活動に興味を
持ち、積極的に行動されてい
ます。これからも元気で過ご
されますように願っておりま
す。

高畑つや子 さん
（錦特養2階）

Ｓ. 7. 1. 8　77歳
「私はお話をする事が大好き

なんだよ」と満面の笑みで答
えて下さった高畑さん。持ち
前の明るさで誰とでもすぐに
打ち解け、皆を自然と笑顔に
して下さいます。高畑さんの
元気な声、笑顔はみんなの元
気の源なのです。

島本徳恵 さん
（和光ホーム）

Ｔ. 10. 6. 27　88歳
平成 9 年 1 月に入所させて頂
き 11 年過ごさせて頂きまし
た。広い芝生の庭に四季折々
の花が咲き、小鳥がさえずる
美しい環境の中で、園長さん
職員さん方に見守られながら
過ごしてきました事を心より
感謝致します。（自筆）

佐原健聰 さん
（和光ホーム）

Ｔ. 10. 8. 16　88歳
至誠ホームバザーに出店する
方と一緒に来てゐました。来
る度にこの様な施設で生活し
たいと願ってゐましたところ
神のお助けあり願い叶いまし
た。私は生きてる限りバザー
は忘れません。心尽しの品物
寄贈致します。（自筆）

矢島文子 さん
（錦特養2階）

Ｔ. 10. 5. 27　88歳
編み物やお花のクラブ活動に
積極的に参加しています。洗
濯物畳みやおしぼり作りのお
手伝いなど、とても働き者で
す。素敵な笑顔で「ありがと
う」と言われると、思わず顔
がほころびます。その優しさ
は温かさを感じます。

田中敏恵 さん
（錦特養2階）

Ｔ. 10. 4. 17　88歳
「昔ねお華をやってたのよ。

だからお花は好きなの」と笑
顔で話して下さる田中さん。
趣味はお華に編み物と多岐に
わたっています。また、家事
も得意と言うことで洗濯物を
畳んで下さる働き者なお姿は
私達のお手本です。
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病
気
や
怪
我
で
入
院
し
た
人
や
そ
の
家
族

が
、
支
払
い
に
伴
う
経
済
的
な
こ
と
、
転
院
や

施
設
入
所
の
こ
と
、
退
院
後
の
生
活
や
介
護
の

こ
と
な
ど
の
問
題
を
抱
え
た
時
、
院
内
で
相
談

に
乗
る
専
門
職
を
「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
」
ま
た
は
「
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）」
と
言
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
殆
ど
の
大
き
な
病
院
の
み
な
ら
ず

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
も
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
置
く
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
入
院
期
間
が
短
縮
化
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
、
医
療
保
険
や
介
護
保
険
な

ど
の
制
度
の
変
革
な
ど
、
入
院
と
同
時
に
本
人

や
家
族
が
混
乱
し
不
安
を
抱
え
や
す
い
状
況
に

あ
り
、
入
退
院
時
や
在
宅
介
護
に
お
い
て
も
機

関
連
携
・
他
職
種
連
携
の
必
要
性
が
増
し
て
き

た
と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
入
退
院
に

伴
う
様
々
な
制
度
の
申
請
手
続
き
の
援
助
や
、

今
後
の
行
先
に
つ
い
て
本
人
や
そ
の
ご
家
族
と

一
緒
に
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
退
院
後
の
療
養

や
生
活
を
考
え
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
在
宅
介
護

を
担
う
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
て
介
護
保
険
の
申
請
や
利
用

の
案
内
を
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
復
帰
及
び
在

宅
介
護
の
準
備
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
機
関
を
含
む
他
職
種
・
他
機
関
と
連

携
し
て
高
齢
者
を
継
続
的
に
支
え
る
。」
こ
れ

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
の
ひ
と
つ
の

柱
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
誕
生
し
て
４
年
目
の
現
在
そ
の
連
携
構
築
は

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ず
課
題
視
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の
相
談
が
最
近
多
く

な
っ
て
い
る
今
、
個
々
の
高
齢
者
が
抱
え
て
い

る
問
題
の
継
続
的
解
決
の
た
め
に
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
絡
を
取
り
合
う
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

　

入
院
中
、
そ
の
後
の
不
安
に
つ
い
て
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
居
住
地
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
の
橋
渡
し
を
果
た

し
な
が
ら
、
問
題
解
決
に
向
け
て
支
援
し
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
そ
う
し
て
頂
く
こ
と

で
退
院
あ
る
い
は
転
院
や
施
設
入
所
の
準
備
が

よ
り
円
滑
に
進
む
事
も
あ
り
ま
す
。

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち  

鈴
木
祐
子

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち
０
４
２（
３
０
１
）５
０
０
１

国
分
寺
地
域
相
談
セ
ン
タ
ー
な
み
き
０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

　

納
涼
大
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
毎
日
発

表
さ
れ
る
天
気
予
報
を
、
食
い
入
る
よ
う

に
見
て
は
期
待
と
た
め
息
を
繰
り
返
し
て

迎
え
た
７
月
24
日
の
本
番
当
日
。
こ
れ
だ

け
準
備
し
て
き
た
の
だ
か
ら
、
是
非
、
外

で
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
と

の
願
い
も
空
し
く
開
会
20
分
前
か
ら
急
に

降
り
出
し
た
土
砂
降
り
の
雨
。
今
年
度
は

や
む
な
く
室
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
実
行
委
員
や
そ
の
他
の
職
員
、
そ
し

て
何
よ
り
も
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
急
な
変
更
に
も
関
わ
ら
ず
、
機
敏

に
対
応
し
て
下
さ
り
、
無
事
に
開
会
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

雨
の
中
、
利
用
者
の
ご
家
族
の
方
々
や
、

地
域
の
方
々
に
も
大
勢
ご
参
加
頂
き
、
盛

大
な
納
涼
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も

会
場
内
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
車
椅
子
の
ご

利
用
者
の
方
々
が
本
当
に
楽
し
そ
う
に
踊

り
の
輪
に
入
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

納
涼
大
会
を
終
え
る
に
当
た
り
、
改
め

て
皆
様
の
お
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
年
度
は
晴
れ
ま
す
よ
う
に
。

納
涼
大
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

錦
ブ
ロ
ッ
ク
特
養
３
階　

小　

澤　

宏　

之
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後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
　

平
成
21
年
６
月
１
日
〜
平
成
21
年
７
月
31
日　

山
𥔎
繁
子　
　

花
房
孝
助　
　

門
川
千
雄

多
摩
中
南
米
文
化
同
好
会　
　

鈴
木
久
子

金
子
昭
子　
　

高
橋
恵
美
子　

荻
野
民
造

杉
山
俊
子　
　

天
野
富
美
子　

渡
辺
美
枝
子

松
尾
恭
子　
　

荒
川
陽
一
朗　

渡
辺
晃
堂

上
阪
晴
子　
　

阿
部
美
彌
子　

濱
崎
隼
彦

伊
藤　

令　
　

小
林
謙
一　
　

松
村
文
子

渡
辺
厚
子　
　

松
本　

弘　
　

野
田
民
子

小
保
方
忠
好　

渡
邉
康
子　
　

永
山
幸
子

伊
山
陽
子　
　

㈱
ト
ー
コ
ン　

菊
池
越
郎

岡
田
勝
広　
　

及
川
雅
弘　
　

南
川
静
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
32
名

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

後
援
会
加
入
の
お
願
い

　

一
人
ひ
と
り
誰
で
も
が
安
心
し
た
高
齢
期

の
生
活
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
皆
様
方
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
左
記
事
務
局
へ

至
誠
ホ
ー
ム
事
務
局

　
　

立
川
市
錦
町
６
─
28
─
15

　
　

電  

話  

０
４
２
─
５
２
７
─
０
０
３
１

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
事
務
局

　
　

立
川
市
幸
町
４
─
14
─
１

　
　

電  

話  

０
４
２
─
５
３
８
─
２
３
２
３

　
　

会　

費　
　

２
０
０
０
円
以
上

　
　

会　

長　
　

梅　

田　

尚　

裕

2
階
利
用
者
家
族
で
す
。

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
の
件
で
す
。
90
才
代
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
使
用
し
て
い
ま
す

が
、
私
が
、
来
た
時
に
汚
し
て
い
ま
し
た
が
、
職
員
さ
ん
の
手
が
た

り
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
早
め
に
対
応
し
て
見
て
下
さ
い

な
か
ゝ
掃
除
を
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
う
っ
か
り
ス
リ
ッ
パ
で
、
ふ

ん
で
し
ま
う
所
で
し
た
。

2
階
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
御
座
居
ま
す
。

食
堂
へ
お
昼
に
行
く
と
、
家
族
の
方
が
見
え
て
い
ま
す
が
、
髪
の
毛

の
長
い
方
が
い
ら
し
て
い
ま
す
。

食
事
の
時
は
束
ね
る
様
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
年
夜
の
お
弁
当
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
さ
か
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
お
世
話
に
な
れ
る
と
は
。

立
川
で
は
、
至
誠
ホ
ー
ム
だ
よ
り
が
来
て
い
ま
す
の
で
色
々
と
目
に

し
て
ま
す
。
ム
リ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
入
口
の
受
付

の
Ｍ
さ
ん
、Ｓ
さ
ん
、お
弁
当
の
Ｏ
さ
ん
、気
持
ち
よ
く
迎
え
て
下
さ
り
、

又
３
Ｆ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
係
、Ｓ
主
任
さ
ん
始
め
、も
う
1
人
男
性

ま
じ
め
な
方
、Ｆ
さ
ん
の
は
り
切
り
屋
さ
ん
、Ｋ
さ
ん
。張
り
切
っ
て

笑
い
の
あ
る
あ
っ
た
か
い
方
々
ば
か
り
で
、心
が
（
体
も
）
休
ま
り

ま
し
た
。
建
物
は
明
治
風
の
感
じ
が
し
て
ア
ン
チ
ー
ク
の
館
に
い
る

様
で
、
あ
じ
さ
い
の
花
に
と
て
も
幸
せ
な
３
日
間
で
し
た
。
今
後
共

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
来
て
い
る
方
は
幸
せ
�

お
茶
の
ん
で
記　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

Ｙ
・
Ｋ

不
快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
対
応
が
遅
れ

る
と
の
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
職
員
と
話
合
い
を
し
た
結
果
を
ご
報

告
し
ま
す
。

90
歳
代
の
女
性
利
用
者
は
車
椅
子
を
操
作
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
ト
イ
レ
へ
は
ご
自
分
で
行
か
れ
て
い
ま
す
。

誰
し
も
「
で
き
れ
ば
自
分
で
ト
イ
レ
へ
行
き
た
い
」
と
願
う
こ
と
で
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
か
と
考
え
ま
す
。

最
近
、
た
ま
に
間
に
合
わ
ず
に
失
敗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
着
替
え
や
洗
濯
ま

で
ご
自
分
で
し
た
い
と
い
う
お
気
持
ち
が
強
い
方
で
す
。
失
敗
さ
れ
た
の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
ご
本
人
に

も
お
声
を
か
け
て
必
要
な
お
手
伝
い
を
し
ま
す
し
、
ト
イ
レ
の
汚
れ
も
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
職
員
は
現
在
の
ご
本
人
の
残
存
能
力
、
意
志
、
意
欲
、
そ
し
て
何
よ
り
人
と
し
て
の
尊
厳
を
勘
案
し
て
、

様
子
を
見
な
が
ら
必
要
な
と
こ
ろ
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
失
敗
さ
れ
た
の
を

す
ぐ
に
発
見
し
て
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
は
、
ご
本
人
の
意
欲
を
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
時
期
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
の
皆
様
に
も
是
非
、
ご
理
解
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
も
し
、
ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
た
の
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
ご
本
人
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
、
職
員
へ
汚
れ
て
い
る
旨
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
職
員
は
、
ご
本
人
に
も
適
切
に
対
応
し
ま
す
し
、
ト
イ

レ
の
汚
れ
に
も
で
き
る
限
り
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
食
事
の
際
の
衛
生
に
関
し
て
お
心
配
り

い
た
だ
き
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
職
員
か
ら
情
報
を
収
集
し
て
状
況

を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
結
果
、
施
設
と
し
て
の
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
状
況
で
す
。
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
ご
家
族
は
、
何
人
か
の
ご
家
族
が
交
代
で
面
会
に
お
見
え
に
な
り

ま
す
。
当
該
ご
家
族
は
2
週
間
に
1
度
く
ら
い
の
ご
面
会
の
ご
様
子
で
す
。
ま
た
、
お
食
事
の
際
に
は
ご
自

分
の
お
父
様
の
傍
に
座
っ
て
お
食
事
の
様
子
を
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

対
応
と
し
て
、
こ
う
し
た
方
に
ま
で
、
髪
の
毛
を
束
ね
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
の
は
、
少
し
い
き
す
ぎ
で
は

な
い
か
と
判
断
し
ま
す
。
例
え
ば
、
他
の
利
用
者
の
配
膳
や
お
食
事
の
介
助
を
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
段
階
で
は
ご
家
族
が
見
守
る
中
で
楽
し
く
お
食
事
を
す

る
と
い
う
、
ど
こ
の
家
に
も
あ
る
よ
う
な
風
景
と
変
わ
り
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
こ
と
、
何
と
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
他
の
ご
家
族
か
ら
も
、
こ

の
お
手
紙
と
施
設
の
対
応
に
つ
い
て
、
何
か
ご
意
見
が
お
あ
り
で
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
手
紙
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

初
め
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
し
た
が
、
快
適
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
っ
た
と
の
ご
感
想

を
頂
き
、
と
て
も
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
至
誠
ホ
ー
ム
だ
よ
り
も
お
読
み
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り

と
て
も
光
栄
で
す
。「
ム
リ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
」
の
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
ご
予
約
が
取
れ
な
い
と
思

っ
て
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？　

情
報
提
供
が
不
足
し
て
い
た
よ
う
で
す
の
で
、
今
後
改
善
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

お
庭
の
紫
陽
花
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
目
と
心
を
潤
し
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の
お
花
は
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン

グ
の
お
庭
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
が
丹
精
込
め
て
育
て
て
く
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
や
声
が
と

て
も
励
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
職
員
一
人
一
人
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
言
葉
に
甘

え
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
ず
っ
と
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

L21-01（要望）
2009.4

錦特養　2 階利用者ご家族

苦
情
・
要
望
・
意
見
内
容
要
旨

対

応

等

平
成
21
年
度
7
月
ま
で
に

お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
等

平
成
21
年
度
７
月
ま
で
に
、
お
手
紙
コ
ー
ナ
ー
へ
は
計
4
通
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

苦
情
が
１
件
、
要
望
が
２
件
、
お
礼
が
１
件
で
し
た
。
苦
情
に
つ
い
て
は
、
投
書
さ
れ
た
後
、

状
況
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
掲
載
を
い
た
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
苦
情
受
付
専
用
電
話
や
受

付
窓
口
で
の
お
問
い
合
わ
せ
（
要
望
）
が
、
３
件
あ
り
ま
し
た
。

至
誠
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

ご
意
見
・
ご
要
望
・
苦
情
の
窓
口

〒
１
９
０

−

０
０
２
２　

立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15

至
誠
ホ
ー
ム
「
利
用
者
相
談
委
員
会
」

専
用
電
話 

０
４
２（
５
２
７
）０
３
７
４

Ｆ  

Ａ  

Ｘ 

０
４
２（
５
２
７
）２
６
４
６

L21-02（要望）
2009.4

―

受付
番号

日付

申立
人

L21-03（お礼）
2009.6

3 階ショート利用者



介護
保険

ふれあい夕ごはん事業
ホームケア食事サービス
自立者短期入所事業（軽費）
短期入所生活介護（至誠特養）
通所介護（至誠アクティブセンター）
保養ステイ事業（軽費）
生甲斐活動支援通所事業 ( 至誠デイケアセンター )
通所介護（至誠デイケアセンター）
通所介護（コミホーム）
訪問介護（至誠ホームヘルプ）
訪問介護（コミホームヘルプ）
居宅介護支援事業（至誠）
保養ステイ事業（スオミ）
短期入所生活介護（キートス特養）
通所介護（キートスデイサービスセンター）
訪問介護（キートスホームヘルプ）
居宅介護支援事業（キートス）
自立者短期入所事業（キートス） 
通所介護（柏）
居宅介護支援事業（柏）
小規模多機能（ミンナ）
地域相談センター（ミンナ）
通所介護（もとまち）
居宅介護支援事業（もとまち）
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介
護
保
険

介 

護 

保 

険 

委託
事業

自主
事業

 607 (52) 539 (52) 2,227
 0 (  0) 0 (  0) 0
 0 ( 0) 0 (  0) 16
 428 (56) 483 (55) 1,826
 50 (  7) 58 (  7) 193
 6 (  1) 20 (  4) 56
 9 (  1) 7 (  1) 32
 706 (23) 715 (21) 2,731
 50 (  2) 44 (  2) 202
 745.5 (21) 762.5 (23) 3,053
 640 (11) 663 (11) 2,612
 101  95  405
 6  16  27
 603 (90) 657 (92) 2,536
 1,076 (37) 1,065 (37) 4,250
 1182.5 (24) 1,159.5 (26) 4,766.5
 158  157  628
 0 (  0) 0 (  0) 0
 830 (17) 863 (19) 3,214
 76  77  312 
 192  248  657
 57  102  252
 581 (  8) 614 (10) 2,280
 61  63  250

自主
事業

事　業　内　容 累計

※入居施設定員　至誠特別養護老人ホーム 150 名　至誠ホームキートス 70 名　　
　至誠ホームミンナ小規模特養 29 名　至誠和光ホーム 50 名　至誠ホームスオミ・ケアハウス 50 名
　至誠ホームスオミ・グループホーム 9 名　至誠ホームミンナグループホーム 18 名
※高齢者集合住宅シルバーピアしせい 15 戸　高齢者専用賃貸住宅「楽」７戸

至誠ホーム利用者状況（平成21年６月１日〜21年７月31日）（ ）:実人数

介護
保険

６月 ７月

委託
事業

ボランティア受入 / 福祉学習協力 状況

ボランティア活動状況  活動内容別

錦･もとまち地区
幸 ･ 柏 地 区
国 分 寺 地 区
合 計

地区別
期間 平成21年度

６月〜７月
平成21年度

累計
 1,476 〈28〉 2,830 〈28〉
 927 〈37〉 1,672 〈37〉
 10 〈0〉 18 〈0〉
 2,413 〈65〉 4,520 〈65〉

ボランティア活動状況地区別

〈 〉は V 体験で内数

活動内容
期間 平成21年度

６月〜７月
平成21年度

累計
生 活 支 援
健 康 づ く り
生 き 甲 斐 支 援
地 域 支 援
行 事
事 務 等
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
 　　合　　計

 498 952
 429 911
 774 1,475
 312 576
 229 330
 106 211
 65 65
 2,413 4,520

委託
事業

自主
事業

一 般 ボ ラ
インターンシップ
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験
実 習・ 研 修
体 験 学 習
見 学・ 視 察
ご慰問・ご招待

種類
期間 平成21年度

６月〜7月
平成21年度

累計

 2,348 人 4,455 人
 0 人 0 人
 65 人 65 人
 191 日 259 日
 8 人 23 人
 68 人 118 人
 1 件 2 件

　

平
成
21
年
６
月
１
日
〜
平
成
21
年
７
月
31
日

　

６　

月

２
火　

杉
井
弁
護
士
相
談
日

３
水　

職
員
自
主
研
修
会｢

ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ

ー
ル
と
し
て
の
24
時
間
シ
ー
ト｣

３
水
〜
５
金　

か
つ
お
祭
り（
ス
オ
ミ
デ
イ
）

８
月　

平
成
22
年
度
第
1
回
職
員
採
用
試
験

 

（
第
２
次
）

10
水　

契
約
職
員
研
修
会（
ミ
ン
ナ
）、
職
員
自

主
研
修
会  ｢

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て｣

11
木　

｢

か
つ
お
を
食
べ
よ
う｣

（
コ
ミ
デ
イ
）、

 

職
員
自
主
研
修
会｢Social w

ork café｣

12
金　

職
員
自
主
研
修
会｢

腰
痛
予
防｣

、
梅
も

ぎ
（
錦
特
養
・
和
光
）

15
月　

｢

男
性
料
理
教
室｣

（
さ
い
わ
い
包
括
）

16
木　

夜
間
想
定
防
災
訓
練
（
錦
地
区
・
ミ
ン

ナ
）、
新
津
先
生
勉
強
会（
キ
ー
ト
ス
ヘ

ル
プ
）

17
金　

職
員
自
主
研
修
会｢

感
染
症
予
防｣   

 

（
キ
ー
ト
ス
）

18
木　

平
成
22
年
度
職
員
採
用
セ
ミ
ナ
ー

 

（
於
：
ミ
ン
ナ
）

19
金　

居
酒
屋
キ
ー
ト
ス
、
職
員
自
主
研
修
会

｢

感
染
症
予
防｣

（
錦
）

21
火　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
キ
ー
ト
ス
）

23
火　

第
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座（
錦
地
区
）、

 

ゴ
ミ
に
関
す
る
説
明
会
（
錦
地
区
）

24
水　

バ
ス
ハ
イ
ク  ｢

山
梨
へ
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り｣

（
和
光
）、
井
原
先
生
相
談
日
、運
営

懇
談
会（
ス
オ
ミ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）、
防
災

訓
練（
キ
ー
ト
ス
）

25
木　

職
員
階
層
別
研
修
（
副
主
任
対
象
）

27
土　

至
誠
キ
ー
ト
ス
悠
遊
倶
楽
部
世
話
人
会

30
火　

第
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座（
錦
地
区
）

　

７　

月

１
水　

柏
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
土
曜
日
デ
イ
開

始
（
定
員
１
５
名
）、職
員
自
主
研
修
会 

｢

パ
ー
ト
職
員
研
修　

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

っ
て
な
あ
に｣

介護
保険
委託
事業

ホ
ー
ム
日
誌

介護
保険

２
木　

２
代
目
理
事
長
供
養
祭
、
ス
オ
ミ
福
祉

セ
ミ
ナ
ー   ｢

ケ
ア
は
ア
ー
ト｣

人
生
の

四
季
に
つ
い
て

３
金　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会（
キ
ー
ト
ス
）

４
土　

至
誠
ホ
ー
ム
家
族
会
幹
事
会（
錦
地
区
）

７
火 

第
３
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座（
錦
地
区
）

８
水　

都
議
会
議
員
選
挙
不
在
者
投
票

９
木
、
15
水
、
28
火　

職
員
自
主
研
修
会

 
｢

排
泄
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ｣

10
金　

職
員
自
主
研
修
会｢

健
康
体
操｣

11
土　

と
も
し
び
法
話
会
（
錦
）

13
月　

平
成
22
年
度
採
用
内
定
者
研
修

14
火　

お
盆
供
養
祭
（
錦
地
区
）、
コ
ミ
ホ
ー
ム

運
営
委
員
会
、
新
津
先
生
勉
強
会
（
錦

ヘ
ル
プ
）

17
金　

居
酒
屋
キ
ー
ト
ス

18
土　

至
誠
学
舎
立
川 ｢

第
7
回
至
誠
福
祉
セ

ミ
ナ
ー｣

、｢

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
理
解

と
療
養｣

（
さ
い
わ
い
包
括
）

19
日　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
（
キ
ー
ト
ス
）

21
火　

防
災
訓
練
（
錦
地
区
）

22
水　

井
原
先
生
相
談
日
、｢

熟
年
男
性
料
理
教

室｣

（
さ
い
わ
い
包
括
）、職
員
自
主
研
修

会｢

胃
ろ
う
に
つ
い
て｣

、防
災
訓
練

 

（
キ
ー
ト
ス
）

22
水
〜
23
木　

暑
気
払
い
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

23
木　

職
員
研
修
会｢

安
全
運
転
講
習
会｣

23
木
〜
24
金　

夏
祭
り
（
ス
オ
ミ
デ
イ
）、防
災

訓
練
（
ミ
ン
ナ
）

24
金　

納
涼
大
会（
錦
地
区
）、
平
成
22
年
度
職

員
採
用
セ
ミ
ナ
ー（
於
：
錦
地
区
）

26
日　

ス
オ
ミ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

 
｢

夏
の
日
本
歌
曲
コ
ン
サ
ー
ト｣

、

 
｢

福
祉
の
仕
事
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム｣   

出

展（
於
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

 

名
画
座

27
月　

職
員
自
主
研
修
会 ｢

移
乗
の
基
本
と
リ

ス
ク
管
理
に
つ
い
て｣

28
火　

全
体
集
会
（
錦
）

29
水　

職
員
自
主
研
修
会｢

精
神
衛
生
研
修
会

・
ス
ト
レ
ス
を
乗
り
越
え
る
に
は｣

30
木　

運
営
懇
談
会（
ス
オ
ミ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

 
｢

準
備
万
端
で
迎
え
る
死｣

（
さ
い
わ
い

錦
ブ
ロ
ッ
ク

ス
オ
ミ
ブ
ロ
ッ
ク

キ
ー
ト
ス
ブ
ロ
ッ
ク

ミ
ン
ナ
ブ
ロ
ッ
ク

事
業
本
部



林
智
子 

原
智
子 

原
弓
子 

平
子
和
江 

藤
井
美
千
代 

別
府
ひ
ろ
子 

福
嶋
紀
子 

丸
山
淳
子 

溝
口
礼
子 

宮
坂
一
栄 

持
丸　

治 

持
丸
弘
子 

桃
野
幸
子 

森
下
成
予 

山
﨑
健
一 

山
本
美
佐
子 

山
本
真
理
子 

横
川
澄
子 

和
田
靖
史 

渡
辺
茂
夫

【
国
分
寺
市
】
井
上
允
恵 

大
山
勝
美 

大
山
永
子 

小
野
俊
雄 

小
野
千
代 

勝
倉
ナ
ホ
ミ 

加
藤
康
子 

鈴
木
幸
子 

鈴
木
さ
や
香 

鈴
木
小
波 

中
山
淳
子 

藤
本
睦
代 

藤
本
俊
郎 

山
本
佳
子 

【
他
市
】 

ロ
ゼ
ラ
ニ
・
ウ
ィ
ン
グ
ス

洗
足
学
園
音
楽
大
学　
　

花
島
演
芸 

井
上
玲
子 

磯
崎
友
和 

内
田
純
子 

内
田
喜
美
子 

大
橋
と
し
江 

大
西
ク
宮
子

小
野
元
洋 

久
保
田
康
子 

児
玉
早
苗 

小
林
と
も
子 

小
林
正
徳 

佐
々
木
染
子 

鈴
木
真
弓 

高
野
信
子 

高
橋
桂
子 

藤
谷
仁
美 

堀
田
朝
友
美 

林　

幸
子

土
方
和
子 

肥
田
木
雅
子 

保
坂
栄
子 

宮
本
桃
子 

宮
本
桐
子 

山
越
美
津
江 

横
川
好
行 

吉
岡
正
晶 

渡
辺
保
子　

延
７
５
８
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

安
部　

操 

岩
田
綾
子 

岩
本
賢
子 

大
山
紀
子 

小
林
正
子 

小
林
好
子 

斉
藤
究 

高
橋
明
子 

高
橋
雪
子 

中
野
庸
夫 

花
房
孝
助 

広
木
か
ほ
る 

土
方
和
子 

師
岡
恵
美
子 

鷲
沢
芙
美  

　
　
　
　
　
　

延
１
３
２
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕
立
川
市
立
第
三
中
学
校

　
　

東
京
都
立
富
士
森
高
等
学
校

　
　

立
川
女
子
高
等
学
校　

茶
道
部

穴
澤
優
子 

大
西
麻
衣 

齋
藤
颯

中
村
伸
輔　
　

小
林
佳
奈 

小
林
理
央

鈴
木
大
悟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
28
名

〔
キ
ー
ト
ス
〕
立
川
市
立
第
四
中
学
校
５
名

　
　

東
大
和
市
立
第
四
中
学
校　
　
　

６
名

　
　

立
川
夏
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　

２
名

延
37
名

〔
も
と
ま
ち
〕　

な
し
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上
田
朝
子 

内
田
稔 

内
野
光
子

内
山
栄
子 

及
川
悦
子 

及
川
清
一 

大
井
田
フ
サ
エ 

大
倉
弘
子 

大
古
春
子 

大
澤
康
子 

大
島
昭
雄 

太
田
利

大
西
史
也 

岡
真
司 

小
倉
幸
子

小
沢
の
り
子 

尾
薗
栄
子 

小
俣
か
つ
江

梶
浦
善
江 

加
藤
衣
子 

加
藤
清 

加
藤
典
子 

加
藤
美
枝 

金
子
元
衛 

神
田
京
子 

神
田
ミ
ヨ 

木
島
敬
子

北
島
君
子 

木
村
玲
子 

久
保
田
友
子 

蔵
田
郁
枝 

黒
岩
倭
文
子 

小
泉
喜
与
子 

御
器
谷
喜
久
子　

小
林
静
子 

坂
本
美
智
子 

櫻
井
智
介 

櫻
井
百
合
子 

佐
々
木
慶
吉 

佐
藤
圭
純 

佐
藤
美
智
子 

山
同
千
賀
子 

篠
村
綾
子 

島
田
い
そ
み 

島
田
善
彦 

島
本
徳
恵 

下
山
静
子 

杉
田
幸
子 

鈴
木
恵
子 

鈴
木
敬
司 

鈴
木
幸
子 

須
原
麻
衣 

関
口
敏
江 

鷹
左
右
清
道 

鷹
左
右
元
代 

高
田
和
彦 

高
橋
ひ
な
た

田
原
衣
子 

筒
井
常
雄 

鶴
巻
聡
子

寺
澤
育
代 

遠
山
百
世 

戸
田
フ
ミ
子 

富
山
喜
久
栄 

中
村
八
重
子 

永
森
初
子 

永
山
幸
子　

那
須
ル
ー
リ
ー 

西
尾
美
香　

似
内
フ
サ
エ 
野
上
温
子 

野
口
初
子 

野
村
祥
子 
橋
本
ラ
イ
ヤ 

初
沢
徳
巳

坡
場
雛
子 

林
幸 

古
谷
文
子 

細
川
光
子 

堀
内
身
友
希 

前
中
美
佐
子 

前
中
光
雄 

増
渕
絹
子 
三
守
諄
子 

南
舘
近
子 

宮
内
雅
子 
宮
下
皆
子 

宮
本
健
寿 

百
瀬
千
枝 
安
ケ
平
金
造 

山
内
幸
子 

山
岸
國
麿 

山
口
康
子 

山
下
記
代
子 

山
田
ハ
ル
江 

山
本
久
仁
子 

【
日
野
市
】
ウ
ケ
ホ
ア
ヘ
レ　

池
田
貞
榮

池
田
誠 

石
井
匡
代 

今
井
幸
子 

岩
下
昭
子 

大
場
春
子 

小
澤
洋
一 

金
尾
眞
砂
子 

川
北
き
み 

小
塩
菊
子 

阪
口
ま
り
子 

須
山
ひ
と
み 

竹
内
美
幸 

直
井
節 

永
島
律
子 

中
原
光
代 

西
垣
ま
き
子 

平
塚
修 

逸
見
洋
子 

目
黒
美
知
子 

吉
﨑
武
子 

渡
辺
洋
子

【
国
立
市
】
蔵
多
美
智
子 

国
生
友
子 

澤
井
良
子 

温
品
典
子 

塙
真
由
美

【
国
分
寺
市
】
国
分
寺
婦
人
Ｖ
グ
ル
ー
プ

大
石
成
美 

前
田
博
美 

諸
井
緑

【
他
市
】
聖
書
の
会　
　

と
も
し
び
法
話
会

安
藤
幸
世 

小
柳
津
萌 

木
下
裕
紀
子 

黒
沢
喜
久
恵 

小
室
恵
里
奈 

佐
藤
寿
人 

高
石
ふ
み
子 

丹
治
信
江 

中
財
真
紀 

幡
野
美
代
子 

平
田
敦
子 

松
本
祥
枝 

村
上
茂
子 

八
木
優
喜 

山
内
孝 

横
山
久
子　
　
　
　
　
　
　

延
１
４
４
８
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】
国
分
寺
婦
人
Ｖ
グ
ル
ー
プ 

延
４
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】
原
垣
内
和
加
子

【
他
市
】
五
十
嵐
香
織 

酒
井
富
士
子

千
葉
里
美　

續
橋
し
げ
り　
　
　
　

延
６
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】    

お
も
ち
ゃ
図
書
館　

音
楽
隊

朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
え
」  

柏
町
団
地
隣
人
会

和
紙
ち
ぎ
り
絵
第
二
ク
ラ
ブ　

幸
オ
カ
リ
ナ

サ
ー
ク
ル　
　

幸
絵
画
ク
ラ
ブ

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ　

め
ぐ
み
教
会　

さ
か
え
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ 

浅
川
攻

荒
井
和
子 

井
口　

文 

池
田
三
郎 

石
井
詩
穂 

岩
田
綾
子 

潤
井
和
子 

及
川
宏
克 

大
橋
こ
う 

大
内
田
由
紀

大
森
千
代
子 

大
家
千
枝
子 

小
熊
艶
子 

奥
脇
光
子 

小
野
多
津
子 

織
原
良
江 

加
賀
晴
子 

金
森
耐 

萱
生
佳
子 

川
﨑
芳
男 

河
野
美
和
子　

菊
地
浩
子 

菊
池
正
勝 

北
瀬
明
子 

木
村
浩
通 

絹
谷
光
江 

草
場
久
子 

葛
野
芳
子 

粂
田
善
浩 

紅
林
由
美
子 

黒
田
眞
知
子 

小
島
國
子 

小
嶋
紀
子 

坂
口
洋
子 

櫻
井
百
合
子 

佐
野
暁
美    

三
中
西
せ
い
子

茂
田　

舞 

清
水
真
理
子 

清
水
晴
美

新
林
春
子 

杉
原
メ
リ
子 

杉
田
晴
子 

鈴
木
洋
子 

鈴
木
恵
理
子 

高
橋
亜
衣 

高
橋
明
子 

高
橋　

貞 

高
橋
雪
子 

武
井
容
子 
竹
内
信
子 

田
中
清
子 

田
中
秀
穂 
田
中
美
智
子 

地
下
幸
子 

鶴
巻
清
子 
鳥
居
美
都
琉 

中
野
庸
夫 

成
田　

綴 

服
部
ち
づ
子 

羽
鳥
亜
矢 

秦　

節
子 

花
見
瑛
子 

羽
村
ミ
サ
子 

包
括
）

31
金　

安
全
衛
生
委
員
会
主
催｢

職
員
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会｣

温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
21
年
６
月
１
日
〜
平
成
21
年
７
月
31
日（
敬
称
略
）

①
金
員
の
部

金
子
富
佐
子　

磯
谷
嘉
宏　
　

深
澤
克
俊

千
野
春
江　
　

光
西
寺　
　
　

下
東
玲
子

伊
藤
英
雄　
　

第
２
地
区
民
生
委
員
協
議
会

会
長
福
本
行
廣　
　

濱
裕
浩　

表
田
秀
男

錦
六
会
会
長
西
村
一
夫　
　

錦
六
会
踊
り
部

桑
原
花
子　
　

後
藤
敏
子　
　

沖
睦
子

㈲
食
工
房
７
０
７
代
表
取
締
役
磯
崎
静
子　

上
甲
登
貴
子　

蔵
多
美
智
子　

水
上
邦
夫

春
山
順
子　
　

あ
ゆ
み
の
箱 

24
件（
延
98
件)

②
物
品
の
部

伊
藤
英
雄　
　

恩
田
啓
子

三
井
物
産
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
社
会
貢
献
推
進

室 

東
京
善
意
銀
行　
　

橋
本
行

雄小
岩
井
小
百
合　

小
岩
井
直
吉　

関
節
子

㈱
川
原
経
営
総
合
セ
ン
タ
ー「
ふ
く
ろ
う
会｣

事
務
局　
　

佐
宗
造
園
佐
宗
実　

黄
芳
枝　

11
件
（
延
38
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】
エ
ク
セ
ル
シ
オ　
　

菊
正
会

錦
六
茶
友
会　
　

さ
わ
や
か
グ
ル
ー
プ

真
如
苑
青
年
部　
　

ス
ズ
キ
・
メ
ソ
ー
ド
松

井
音
楽
教
室　
　

す
だ
ち
の
会　
　

竹
倖
会　
　

立
川
市
奇
術
愛
好
会

談
話
室
ア
イ
ア
イ　
　

み
ど
り
の
会

も
み
じ
会　

立
正
佼
成
会
立
川
教
会
婦
人
部

朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
え
」 

麻
生
ミ
エ

穴
澤
宏 

阿
部
志
げ
子 

綾
部
勇 

安
藤
道
子 

五
十
嵐
和
子 

井
澤
い
つ
よ 

石
川
豊
子 

石
部
ト
ヨ
子 

磯
野
俊
雄

磯
野
初
子 

出
浦
美
代
子 

岩
谷
淳
子 

感
謝
録
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第 

41 

回   

至
誠
ホ
ー
ム
バ
ザ
ー

　

高
齢
者
福
祉
事
業
充
実
の
た
め
に

　

ご
協
力
を
�

 

日
時　

平
成
21
年
10
月
10
日
（
土
）

 　
　
　
　

 

10
時
〜
14
時

 

場
所　

け
や
き
広
場
他

　
　
　
（
錦
町
６

−

28

−

15
）

　

御
寄
贈
品
の
お
願
い —

 —
 —

 —
 —

 —

　
　

御
寄
贈
品
は
毎
日
受
付
け
て
お
り
ま
す
の

　
　

で
、
お
届
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

受
付
期
間
10
月
２
日（
金
）ま
で

　
　
　
（
尚
、
お
引
き
取
り
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
容
赦

　
　
　

  

お
願
い
致
し
ま
す
。）

　

御
寄
贈
品
の
内
容
に
つ
い
て

　
　

新
品
（
衣
類
、
タ
オ
ル
、
シ
ー
ツ
等
）

　
　

雑
貨
類
、
石
鹸
、
洗
剤
等

　
　

な
お
、恐
れ
入
り
ま
す
が
中
古
の
品
物
は
、

　
　

ご
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

後
援
／
社
会
福
祉
法
人
立
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

共
催
／
至
誠
ホ
ー
ム
後
援
会

　

担
当
／
井
上
富
士
子
（
ス
オ
ミ
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

　
　

電
話 

０
４
２-

５
２
７-

０
０
３
３

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２-

５
２
５-

７
１
２
５

【
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

①
認
知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
立
川
市
委
託
事
業
）

　
　

街
中
で
認
知
症
の
方
を
見
か
け
た
と
き
に
、
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
地
域
に
住
む
認
知
症
の
方
を
支
援

　
　

す
る
た
め
の
講
座
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
時
間
を
さ
ら
に
輝
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

★
日　

時　

第
１
回　

10
月
14
日（
水
）　

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　

第
２
回　

10
月
19
日（
月
）～
10
月
23
日（
金
）の
中
の
一
日 

午
前
９
時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

　
　
　
　
　
　

第
３
回　

10
月
29
日（
木
）　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

★
内　

容　

講
義  

「
認
知
症
に
つ
い
て
」　

報
告
「
認
知
症
介
護
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
認
知
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」　
「
意
見
交
換
」
な
ど

　

★
会　

場　

第
１
回
・
第
３
回　

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム　

５
階
学
習
室

　
　
　
　
　
　

第
２
回　

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム　

認
知
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
一
日
）

　
　②
訪
問
介
護
員
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
　

２
級
訪
問
介
護
員
の
資
格
は
あ
る
け
ど
、
仕
事
と
し
て
や
る
に
は
取
得
後
の
期
間
が
開
き
す
ぎ
て
躊
躇

　
　

し
て
い
る
方
、
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
仕
事
は
始
め
た
け
ど
、
も
う
少
し
自
信
を
持
ち
た
い
方
、
そ
ん
な

　
　

あ
な
た
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

★
日　

時　

10
月
23
日（
金
）・
10
月
30
日（
金
）
午
後
６
時
半
～
８
時
半

　

★
内　

容　

①
介
護
実
技
演
習
（
お
む
つ
交
換
・
移
動
介
助
と
車
椅
子
操
作
・
着
替
介
助
）　

②
介
護
保
険

　
　
　
　
　
　

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
仕
組
み　

③
認
知
症
の
症
状
と
そ
の
対
応　

④
現
役
ヘ
ル
パ
ー
と
の
意

　
　
　
　
　
　

見
交
換

　

★
会　

場　

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム　
（
定
員
20
名
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　
　

高
齢
者
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み
た
い
方
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す
。
あ
な
た
も
、
こ

　
　

れ
を
機
会
に
新
し
い
世
界
に
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。
ホ
ー
ム
職
員
が
講
義
し
ま
す
。

　

★
日　

時　

①
11
月
６
日
・
②
13
日
・
③
27
日（
金
）
午
後
１
時
～
３
時

　

★
内　

容　

①
講
義
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」　

②
講
義
「
認
知
症
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　

③
実
技
「
車
椅
子
操
作
」

　

★
会　

場　

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
・
会
議
室　

定
員
（
20
名
）

④
家
族
介
護
者
教
室
（
立
川
市
委
託
事
業
）

　
　
「
認
知
症
と
は
何
？
」
そ
ん
な
疑
問
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
、
認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
、

　
　

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
や
介
護
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　

講
師
を
交
え
て
の
話
し
合
い
や
専
門
家
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め

　
　

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

★
日　

時　

11
月
12
日（
木
）
午
後
１
時
～
４
時

　

★
会　

場　

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム　

５
階
学
習
室　

・
定
員
（
10
名
）

＊
参
加
費
①
②
③
④
共
通
無
料
（
先
着
順
で
受
付
い
た
し
ま
す
）

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

　

②
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

ＴＥＬ
０
４
２（
５
３
８
）２
３
２
１　

ＦＡＸ
０
４
２（
５
３
８
）２
３
２
４

　

①
③
④
共
通　

至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム　

ＴＥＬ
０
４
２（
５
３
８
）２
３
２
３　

ＦＡＸ
０
４
２（
５
３
８
）２
３
２
４

交
通　

①
④
共
通　

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア
イ
ム　

立
川
駅
北
口
徒
歩
５
分
（
高
島
屋
の
北
）

　
　
　

①
②
③
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム　

立
川
駅
よ
り
幸
町
団
地
行
き
バ
ス
乗
車
幸
町
４
丁
目
下
車
徒
歩
２
分
。

　
　
　
　
　

ま
た
は
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
砂
川
七
番
駅
下
車
徒
歩
12
分　

＊
お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
１
）
実
習
研
修

◎
介
護
福
祉
士

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療
福
祉
専
門
学
校　

中
島

友
弥
・
野
尻
浩
美
（
各
５
日
）
／
日
本
社
会

事
業
大
学　

江
尻
倫
子
（
15
日
）
・
赤
堀
さ

や
か
（
12
日
）
／
東
京
家
政
学
院
大
学　

渋

江
諒
子
（
14
日
）

◎
社
会
福
祉
士

立
教
大
学　

川
島
み
な
み
・
永
瀬
裕
司
・
大

塚
剛
（
各
12
日
）
／
日
本
社
会
事
業
大
学　

森
下
治
男
（
９
日
）
／
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医
療

福
祉
専
門
学
校　

中
根
芳
雄
（
４
日
）

◎
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

井
上
和
美
・
角
田
誠
・
富
井
知
子
・
宮
城
真

知
子
・
田
中
祐
基
・
西
山
清
五
・
片
崎
直
人
・

川
田
笑
・
大
山
真
司
・
神
農
こ
ず
え
・
川
口
邦

洋
・
岩
瀬
恭
子
・
福
山
奈
都
美
・
岡
村
祐
一
・

平
野
哲
也
・
北
原
基
樹
・
水
上
和
矢（
各
５
日)

◎
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
６
名
（
各
３

日
）　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　

延
１
９
１
日

（
２
）
体
験
学
習

人
事
院
公
務
員
研
修
８
名
（
40
日
）
延
40
名

（
３
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
し

（
４
）
見
学
・
視
察

東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
古
川
貞
二
郎
会
長

他
３
名
／
東
京
都
福
祉
保
健
局
６
名
／
立
川

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
第
２
地
区
会

長
他
22
名
／
国
分
寺
市
民
生
委
員
・
児
童
委

員
・
高
齢
者
福
祉
部
会
長
他
１
３
名
／
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
あ
お
ぞ
ら
」
理
事
長
他
3
名
／
社
会
福

祉
法
人
双
葉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
双
葉

苑
２
名
／
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
９

名
／
茨
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
課
長

補
佐
大
場
寿
雄
他
２
名
／
福
祉
を
考
え
る
会

代
表
木
村
忠
子
他
８
名

　
　
　
　
　
　
　

計
68
名　

累
計
１
１
８
名

（
５
）
ご
慰
問
・
ご
招
待

国
分
寺
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
フ
ラ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ｢

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス｣

　
　
　
　
　
　
　

計
１
件　
　
　

累
計
２
件

福
祉
学
習
協
力

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
品
店
募
集
�

個
人
・
団
体
可


